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・はじめに 

最近の動画分野やカメラ自体の発展が著しい。 

近年、誰もが手軽にスマホで撮影して、ソーシャルネットワークなど SNS に投稿する時代に。

カメラは小型で、多種多様な使用が可能なカメラが増えてきた。土木の分野でも UAV による災

害現場の撮影や、様々な試験方法の説明、企業イメージアップの目的など、広く使われるように

なってきた。SNS の発展で様々な分野で動画を使った PR 方法を始めた。この PR 方法を弊社と

しても今後の土木分野での活用を考えたい。 

ウエアラブルカメラ GoPro（HERO 4） 

4K 画質対応 

40ｍ防水・防塵・耐衝撃 

以前から、紹介している GoPro であるが今回は、普通の  （出典）GoPro 公式サイト 

使用方法では無く、ボーリング坑内の撮影にチャレンジをした。 

・作業手順 

1） カメラについて、GoPro 自体はカバー等を付けないと防水機能が低い。 

それに対して、水深 40ｍの防水カバーを設置。 

2） ライトについて、ボーリング孔内の光源がない。 

それに対して、ダイビング用の水深 40ｍ対応の LED ライトを設置。 

3） 撮影方法について、カメラとライトを設置後ボーリング孔内にロープを付けて撮影。 

しかし、撮影後の片付け効率を考え、ロープからテープ（巻尺）自体にカメラを固定して撮影を行

うことにした。これに伴い、簡易な深度計測が可能になり、カメラの回収も効率的になった。 

4） 重り（ウエイト）について、現地にてカメラ撮影を行うとボーリング孔内に水が有り、カメラが浮

力で孔内に入ることが出来ず。 

そのため、現場にて重りの石をテープに取り付け撮影が可能。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《メリット》 

・ボーリング孔内を安価な方法で観察することが出来る。 

・カメラの撮影深度も観察可能。 

 

《デメリット》 

・テープで下に降ろしていくため、カメラが回り方位の確認が不明。 

・カメラが下しか写すことが出来ないので、横などを見ることができない。 

・撮影中に崩壊などした場合、カメラの回収が不可能。 

 

 

 

UAV カメラに全方位カメラ設置 

DJI ファントム 3 に GoPro Fusion（360°カメラ）を設置 

 

既存 UAV 映像は、UAV の操縦者が撮影した映像しか見ることが出来ないので、 

個々が見たい方向を見ることができない。そのため、Fusion を設置した 

UAV 撮影を試みた。                        

                                     GoPro Fusion 

 

・ファントムに Fusion を設置 

 ファントムの足に、金具を（通販で購入）設置。Fusion は振り子のように 

ブラブラと動く。 

  

 空中で金具が外れるのが怖いため、結束バンドにてファントムの 

足と固定。 

 

 

 



・ファントムと Fusion 設置 

 

《メリット》 

今まで、見たことのない見え方が出来る。また、個々の 

 見たい場所を見ることが出来る。 

 

《デメリット》 

 Fusion が追加されているため、機体は不安定。また、 

離着陸方法を検討しないといけない。普段の着陸の 

ように着陸すると Fusion の破損や機体がバランスを 

崩して破損の可能性がある。 

 

・まとめ 

 今までは、あるカメラで当たり前のように撮影をしてきたが、今後は、現場での目的を撮影するため

に、様々な事を考え他人がしない方法で撮影し、自分らしさを出していけたらと考えている。また、

UAV もまだ様々な方法や見せ方があるので、今後の使用に期待できる。 


